
養液名人の起動

JA全農 肥料農薬部

養液名人　フローチャート

FAX. 0120-771639
な な い ろ 咲 く

養液栽培用肥料配合設計作成ソフト

Windows

Windows 10（32ビット／64ビット）：Home、Pro
Windows 8／8.1（32ビット／64ビット）：
Windows 8、Windows 8 Pro、Windows 8.1、Windows 8.1 Pro 
Windows 7（32ビット／64ビット）：
Ultimate、Professional、Home Premium、Starter 

1GHz以上
32ビットの場合
1GB以上
（2GB以上推奨）
64ビットの場合
2GB以上

1.3GB以上の空き容量
（1.5GB以上推奨）

対応OS CPU メモリ（RAM） ハードディスク

Microsoft Excel 2010,2013,2016
解像度1280x1024ピクセル以上を推奨
Microsoft Visual Basic for Applications

MicroSoft Excel
ディスプレイ

開発言語

800MHz以上
（1GHz以上推奨）

●養液名人は、養液栽培における複雑な肥料配合の計算を簡単に行うソフトです。
●土壌診断ソフトと同様、原水分析値に応じて配合設計を作成することができます。

肥料登録

処方登録

原水分析

回収液分析

条件選択

自動計算

微調整

①養液名人のファイル保存
②エクセルのマクロを有効にする

①ユーザＩＤを入力
②パスワードを入力
③利用者登録
④パスワード更新

①個々の使用肥料の登録
（名称・保証成分・荷姿重量・購入価格）

①多量要素処方の入力
（処方名・成分濃度me/L）
②微量要素処方の入力
（処方名・成分濃度ppm(mg/L)

①生産者氏名・生産者コメント・施設名の入力
②作成原液量と混入倍率の入力
③原水分析値の入力
④回収液分析値の入力
⑤回収液の採取日、利用率の入力

①多量要素処方及び倍率の選択
②微量要素処方の選択
③使用原料の選択（Ａタンク・Ｂタンク）

①条件を設定後、リボンメニューの「自動計算」をクリック
する

①各成分で、処方に対する割合「100％」から離れた成分
を、原料「増減調整バー」にて調整する

①コントロールの保存よりデータ保存を実施
　（OKボタンで保存、最大で1000件保存可能）
②ロードボタンでデータ呼出、初期化ボタンで計算画面がリ
セットされる

③印刷ボタンで画面ページが1枚印刷される

ログイン

基本データの入力

設計先概要入力

肥料配合計算
（自動計算）

配合設計完成！
（データ保存・印刷）

レーダーチャート

●動作環境

●養液名人は全国農業協同組合連合会の登録商標です。
●Windows、Visual Basicは米国Microsoft Corporationの登録商標です。
●その他、記載されている会社名、製品名は各社の商標および登録商標です。
●本製品の仕様およびパッケージ内容は、改良のため予定なく変更することがありますので、ご了承ください。

お問い合わせは  ファックスフリーダイアルで

JA全農 肥料農薬部 技術対策課
TEL. 03-6271-8291

レーダーチャート・処方に対
する割合を見ながら調整する



複雑な肥料配合の計算を簡単に行うことができます。 
原水分析結果を施肥設計に反映することがきます。 
計算した培養液組成がレーダーチャートで視覚的にわかります。 
必要な肥料袋数や肥料代が容易にわかります。 
データの保存・呼出が可能で、過去に行なった施肥指導を参照することができます。 
肥料を登録しておくことが可能なので、各銘柄を簡単に比較することができます（下図参照）。 
操作性を重視するためエクセルマクロにより作成しています。 
Windows10＋Excel2016に対応しています。

原水分析結果を配合設計に反映することができま
す。 
循環型養液栽培では、原水分析結果のほかに回収
液分析結果と回収液利用率を配合設計に反映する
ことができます。 
硝酸やりん酸による重炭酸調整時の肥料成分を配
合設計に反映することができます。 
主要な培養液処方があらかじめ登録されています
が、ユーザー自身で処方の登録を行うことも可能
です。 
多量要素処方の倍率を変更することで、管理する
ECを調整することができます。※微量要素処方
の倍率を変更することはできません。 
自動計算後の肥料使用量を調整することができま
す。 
計算した培養液組成が処方と合致しているかどう
かを、わかりやすいレーダーチャートで確認する
ことができます。 
肥料１袋当たりの重量と単価を登録することで必
要な肥料袋数と肥料代がわかります。 
配合設計の保存・呼出が可能なので、過去に行
なった施肥指導や作成した配合設計を参照するこ
とができます。 

事前準備 
①各種肥料の保証成分、１袋当たりの重量・単価
や使用する培養液処方を登録します。 

②生産者の濃厚原液タンク容量を確認します。
　※循環型養液栽培の回収液を利用して培養液を
調整する場合は回収液利用率も確認します。 

配合設計の作成 
①濃厚原液のタンク容量を入力します。※循環型
養液栽培では回収液利用率も入力します。 

②原水や回収液の分析値を入力します。※分析値
がなくても配合設計を作成することはできま
す。 

③使用する多量要素処方と微量要素処方を選択し
ます。 

④使用する肥料の種類を選択します。 
⑤自動計算を実行します。 
⑥レーダーチャートを確認しながら使用する肥料
の増減を調整します。 

機能

配合設計の作成方法 養液名人の特徴 
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養液名人の機能と
配合設計の作成方法
養液名人の機能と
配合設計の作成方法

【配合計算画面】【メインメニュー画面】

【設計先概要の入力画面】

【肥料登録画面】

生産者の氏名や
調整する液肥の量、
混入倍率等を入力します

肥料を登録しておけば、
各メーカーの肥料を簡単に
比較することができます

調整した培養液の
濃度や組成が
一目でわかります


